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は じ め に
平成２８年２月２６日、長崎国際大学人間社会学
部と上海大学博物館との協定が締結され、第１
回上海大学博物館学研修が、同年７月１８日から
８月６日の間で実施された。第１回目の研修が
今後両校の交流を発展させていく上で、重要な
研修であることは言うまでもなく、本研修を恒
常化させることが最大の目標と言える。同時に、
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Toward the Globalization of Museology
―From Implementation of the Shanghai University Museology Course―
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Abstract
“Implementation of the Shanghai University Museology Course toward the Globalization of 
Museology” was adopted as a part of the ２０１６ university president discretionary expenses.　This 
paper examines the museology course created through an agreement signed between the Nagasaki 
International University Faculty of Human and Social Studies and the Museum of Shanghai 
University.　Specifically, the paper reports on the background leading up to implementation of the 
museology course, the structure of the course contents and evaluations of the course through question-
naire surveys answered by course takers.　Results show an improvement in the quality of museology 
at our university as well as the course's influence on globalization and future issues, and our goal 
is to find ways to improve the course for next year.　In addition, measures are investigated that 
would make it possible for Shanghai University to accept students from our university.
Key words
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要　旨
平成２８年度学長裁量経費に「博物館学課程のグローバル化に向けた上海大学博物館学研修の実践」が
採択された。本稿は、長崎国際大学人間社会学部と上海大学博物館との協定調印により実現した博物館
学研修について考察する。具体的には博物館学研修実践の経緯、研修内容の構成、アンケート調査によ
る研修生からの評価について報告する。その結果、本学の博物館学の質的向上とグローバル化に及ぼし
た影響と今後の課題を提示し、来年度の研修に対する改善策を見出す。また上海大学側による本学学生
の受け入れを実現すべく、その方策を考究するものである。
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次年度以降は本学の学生も上海大学で学ぶ機会
を得ることを期待しており、教育レベルの高い
上海大学での研修が実現すれば、本学学生に対
する教育の質的向上に繋がることが期待できる。
今回の協定締結において上海大学から高く評
価された点は、博物館学に特化した研修内容の
充実である。日本に於いてこのような博物館学
に特化した研修を海外から受け入れている大学
は皆無であり、国際大学である本学の責務とも
言える。一般的に日本の大学は、海外の大学と
協定を結ぶものの協定校に学生を送り出すこと
に始終し、協定校からの受け入れを積極的に実
践することは少ないのが現状である。このよう
な点からも九州域における国際色豊かな博物館
学の確立を目指す第一歩となるものと確信して
いる。
また、本研修は上海大学の学生だけを対象と
した取り組みではなく、本学で博物館学を学ぶ
学生の積極的な参加を特徴としている。上海大
学の学生との交流は、本学学生にとっても有意
義な体験になることは間違いない。そして、我
が国の博物館学を牽引する外部講師の講義を聴
講することも、学芸員を目指す学生にとっては
貴重な機会であり、また留学生に対しては博物
館学課程へのいざないとなるはずである。この
ように本研修は両大学の学生にとって、価値あ
る試みとなることが期待できるものである。
１．上海大学博物館との協定調印の経緯
上海大学は１９５８年に創設された中国“２１１工
程”市立重点大学で、２０１５年 QS 中国大学ラン
キング全国１５位にランキングされている。また、
上海大学博物館は日本の博物館学及び大学博物
館を参考に設計された大学博物館で、２０１７年１２
月に完成する予定である。
平成２８年２月２６日、上海大学楽乎新楼大学
庁において「長崎国際大学人間社会学部と上海
大学博物館の学術、教育交流に関する基本協定」
締結の調印式が執り行われた。本学からは、木
村勝彦副学長、落合知子、通訳として国際交流
センター趙麗職員が、上海大学からは、陸銘博
物館館長、郭驥博物館長助理、崔巍国際事務所
副所長、汪宏斌留学生副主任、金波主任、張童
心文学院副院長、于大方特別研究員が出席した。
本学代表の木村副学長は、人間社会学部と上海
大学博物館との協定が締結されたことは非常に
光栄なことであり、両大学の交流がより発展す
ることを期待したいと述べられ、調印式は滞り
なく終了した。調印式の後の座談会では、博物
館学研修の具体的な内容についての議論と打ち
合わせが行われた。その後、上海大学図書館副
館長を兼務する陸教授の案内で大学図書館を視
察、さらに社会学院の楊 副教授、陽方講師、
陳彩霞講師、袁浩副院長と座談会による交流が
行なわれた。この時点で、木村副学長が本学人
間社会学部社会福祉学科との交流について積極
的な意見を述べたことが、その後社会福祉学科
との交流事業に結びついたことを明記したい。
上海大学博物館と本学人間社会学部との協定締
結が第一歩となり、他学科の交流へと波及した
ことは大きな収穫であったと言える。
平成２８年５月９日、本学においても「長崎
国際大学人間社会学部と上海大学博物館の学術、
教育交流に関する基本協定」締結の調印式が執
り行われた。本学からは、安部直樹理事長、木
村勝彦副学長、坂本雅俊教授、落合知子、綾部
賢一郎事務局長、矢野俊明教務課長、通訳とし
て国際交流センター趙麗職員が、上海大学から
は、陸銘博物館館長、郭驥博物館長助理が出席
した。上海大学陸館長は、茶道など日本文化の
学びを取り入れた第１回博物館学研修をとても
期待していると述べ、感謝の意が表された。
上海大学との関係は、上海大学において、「野
外博物館」をテーマとして博物館学の講演を行っ
た２０１２年に遡る。その後、毎年上海大学に出向
き、特別研究員として上海大学付属博物館の建
設や展示指導に参加してきたこと、２０１３年に文
化庁の助成金に採択され、上海大学博物館郭驥
博物館長助理を日本に招聘するなど、地道に信
頼関係を築いてきことが大きな要因であるが、
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今回の協定調印が実現したのは、本学の教職員
の理解と協力の賜であることは言うまでもない。
特に教育活動を推進するには職員の協力なしで
は成し得ないことであり、その点に於いては、
本学のサポート体制は整っていると言える。
また、積極的な留学生の受け入れは本学の特
徴の一つでもあるが、学芸員資格の取得に関し
てはこれまで積極的に受け入れてきたとは言い
難いのが現状であり、日本人の学芸員資格取得
者に於いてもその受講者数は少なく、その点を
改善することが当面の課題であった。日本人の
学生と留学生の指導を並行して推進することが
求められる中、実習機材の整備の必要性も早急
に解決しなければならない問題であった。
２．学長裁量経費採択による効果
平成２７年度学長裁量経費に「留学生に対する
博物館学の啓発と博物館学教育の質的向上の実
践」、平成２８年度学長裁量経費に「博物館学課
程のグローバル化に向けた上海大学博物館学研
修の実践」が採択された。平成２７年度では、留
学生に開かれた博物館学芸員資格課程の変革と、
実習室機材の充実を図るべく、教育的資質の向
上を目指して教育環境の整備を行った。当該年
度の学芸員資格取得見込み者は１４名と非常に少
ない状況であり、一定数の履修者確保が課題で
あった。本年度の資格取得見込み者は２７名、来
年度は４０名余りの資格取得者を輩出できるもの
と思われる。平成２７年度と比較するとその数は
３倍になることが予測され、少しずつではある
が、博物館学芸員課程の安定化は図れてきたと
思われる。
平成２７年度は実習機材の充実も図ったが、当
初の実習室は物置になっており、授業が成り立
たないのが現状であった。我が国の博物館の約
８割が歴史系博物館であることから、学芸員は
歴史資料の取り扱い方の修得は基本的要件であ
り、博物館は「モノ」で教育する社会教育機関
であり、博物館実習も「モノ」がなければ実習
をすることは不可能である。したがって、取り
扱い資料がなければ、実習そのものが、通常の
講義形態の授業と変わりないものになることは
明白である。また、実習機材も皆無に等しかっ
たことから、毛氈から始まり、掛け軸、刀剣、
手入れ道具、装 用具、仮り張り用板、裏打ち
紙、カメラに至るまでの実習機材の充実を図っ
た。それにより、従来博物館学実習で指導しな
ければならない内容を実践することが可能となっ
た。
特別講義には、上海大学中國藝術産業研究院
羅宏才教授、西安市于右任故居紀念館于大方館
長、我が国の博物館学を牽引する國學院大學青
木豊教授を招聘し、本学学生と留学生に対する
講義を開催した。聴講した教員からも高い評価
を受け、学生の博物館学意識の向上が図れたと
確信している。その他、勾玉づくりのワーク
ショップの開催、博物館学芸員課程リーフレッ
トの作成などほぼ１００％に近い達成率を果たす
ことができた。
平成２８年度は、不足している実習機材の充実
を図るため、甲冑、刀剣、拓本用の一次資料で
ある銅鏡・華鬘・大阪城瓦等を購入して、ほぼ
実習機材の整備は完了した。そして、本年度の
もう一つの目標は、日本語版と中国語版の実習
用テキストの開発である。特に中国語版のテキ
ストの開発は、上海大学博物館学研修生の受け
入れを継続するには必須であり、本学の留学生
に対しても有効なテキストとなるはずである。
特に歴史資料（掛け軸・巻子本・刀剣・甲冑等）
の取り扱いや、紙資料の修理・修復技術（装 
技術）を指導する実習においては、特殊な専門
用語が多く日本語が堪能な中国人留学生に対し
ても中国語版の教材は有効なものと考えられる。
来年度以降の博物館実習Ｂ及び、上海大学博物
館学研修に実習教本が活用されれば、更なる博
物館学の質的向上が図れることは明白である。
言うまでもなく、日本人の学生にとっても実習
教本は必要不可欠であり、早急な対応が求めら
れている。
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３．上海大学博物館学研修の実践
平成２８年７月１８日から８月１日の２０日間に亘
り、上海大学博物館学研修生を受け入れた。研
修生は１６名、内訳は男子５名、女子１１名（大学
１年生２名、２　 年生４名、３　 年生８名、４　 年生
２名）、スケジュールは表１に示した通りで、
３　 週間の日程を滞りなく完遂できたのは国際観
光学科の教員の協力と事務方のサポートがあっ
たからに他ならない。後述する研修生たちのア
ンケート調査でも確認できるが、「予想をはる
かに超えた満足度であった」と感想を受けてい
る。本研修の講師を担当した多くの教員が実感
したことは、上海大学の研修生は学力レベルが
高く理解が早いこと、積極的で行動力に富んで
いる点であるが、我々教員側も本来の大学教育
の基本的あり方を再確認することができ、本学
の学生指導に活かせるものと思われる。
また、上海大学側からの強い要望は、今回の
研修に実習を多く取り入れた内容とすることで
あった為、茶道をはじめとして、波佐見町での
焼き物体験、国立公園九十九島、国立公園雲仙
での現地調査、博物館資料の取り扱い（掛け軸・
刀剣・甲冑）、紙資料の修復技術、後半の博物
館見学実習を組み込み、理論と実践の両立を図っ
た。５限以降は日本語の特別指導も加わり、研
修内容は充実したのもとなった。事前調整では、
博物館での実務体験の要望を受けていたが、そ
の点は実現することが出来なかった。その理由
は、本学の学芸員資格取得に必須である学外実
習の受け入れにおいても、学生の受け入れ先を
探すことが難しいのが現状であり、海外からの
博物館学知識を有さない短期研修生を受け入れ
る博物館を探すことは不可能であった。後記す
るアンケートにも博物館での体験を希望する意
見が見られるが、今後の難しい課題と言える。
本学学生との交流活動としては、歓迎会、バー
ベキューの他、国立公園九十九島、国立公園雲
仙の現地調査・波佐見町焼き物体験に本学学生
も参加し、両校の交流を図ることが出来た。そ
して特筆すべきは、茶道体験は教員・スタッフ
の指導の下、学生が主体となって研修生を受け
入れたことである。そのチームワーク力は茶道
が本学教育の基本理念になっている所以であろ
う。今回の研修が成功したのは茶道文化の協力
によるところが大きいことを明記したい。
108
落合知子
念願の着物体験
学生主体の茶道体験風景
本学学生による茶道指導
講師（敬称略）
木村勝彦（本学副学長）日本文化論
板垣朝之（本学教授）観光文化論
池永正人（本学教授）観光地理学（九十九島・
雲仙フィールド調査指導）
嶋内麻佐子（本学教授）茶道
落合知子（本学教授）野外博物館論・博物館資
料保存論・博物館実習全般
原哲弘（本学准教授）地域デザイン論・空間デ
ザイン実習
俵寛司（本学准教授）世界遺産論
川上直彦（本学講師）古代オリエント文明
内田智子（本学講師）日本語・日本語特別講座
下湯直樹（本学助教）博物館経営論・博物館情
報メディア論
青木豊（國學院大學教授）博物館概論・博物館
展示論・甲冑実習
本田光子（九州国立博物館特別研究員）国立博
物館論
中野雄二（波佐見町教育委員会学芸員）日本の
陶磁器・波佐見町現地調査
山口浩一（波佐見町教育委員会）波佐見町焼き
物実習指導
劉　雲楓（本学職員）通訳
趙　麗（本学職員）通訳
牛　夢沈（上海大学職員）通訳 
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表１　上海大学短期博物館学研修行程表
夕食会　上海　→　長崎７月１８日
４限３限２限１限
歓迎会茶道体験世界遺産論野外博物館論開講式７月１９日
波佐見焼き物体験波佐見焼き物体験波佐見陶磁器講義波佐見陶磁器講義７月２０日
日本語実習（掛け軸）日本語古代オリエント文明博物館資料保存論７月２１日
日本語実習（刀剣）観光文化論日本文化論②日本文化論①７月２２日
九十九島水族館国立公園九十九島国立公園九十九島観光地理学７月２３日
ハウステンボス美術館見学後、自由散策７月２４日
バーベキュー実習（紙資料修復）実習（甲冑）博物館概論②博物館概論①７月２５日
日本語実習（紙資料修復）実習（紙資料修復）博物館展示論②博物館展示論①７月２６日
日本語茶道（着付け体験）国立博物館論③国立博物館論②国立博物館論①７月２７日
日本語デザイン実習地域デザイン論博物館経営論情報メディア論７月２８日
修了式茶道体験③茶道体験②茶道講義①７月２９日
国立公園雲仙調査７月３０日
バイオパーク７月３１日
博物館実務実習（波佐見町）窯焼き体験・地域文化財調査８月１日
長崎市内博物館見学（長崎歴史文化博物館・長崎市美術館・旧香港上海銀行長崎支店記念館）８月２日
佐賀県立宇宙科学館・吉野ヶ里遺跡８月３日
九州国立博物館・太宰府天満宮８月４日
福岡市博物館・午後　自由行動８月５日
福岡　→　上海８月６日
①　研修で作成した冊子・教材
嶋内教授から茶道交流体験の流れなど、一連
の体験記録を冊子として作成戴いた。茶道体験
修了と同時に手渡された冊子には数分前まで行
われていた実習内容も含まれている。茶道とい
う日本の伝統文化を学ぶことができ、さらに、
その記録を持ち帰ることができたことを研修生
たちは大変感激していたことを記したい。
また、博物館実習教本は研修用の仮テキスト
であったため、製本に向けて編集を進め、刊行
に至った。この教本は学長裁量経費の一環であ
ることから、大学院生の参加を目的の一つとし
ている。これまでの大学院教育で実践してきた
ことは、自分の研究に院生を取り込むことであ
る。調査に参加させ、調査方法を身に付けるこ
とから始まり、報告書などの刊行物にも関わら
せることが必要である。それは就職活動に於い
ても、調査歴や執筆歴として履歴書を埋めるこ
とができるからである。研究助成による調査で
あればなおのこと、その価値が高くなることは
言うまでもない。この教本も学長裁量経費によ
る刊行物であることから、積極的な参加を指導
した。
②　学外実習の成果
学内実習のみならず学外実習も充実した内容
で実践することができた。特に国立公園雲仙の
現地実習は、研修生にとっても貴重な体験となっ
た。初めて体験する硫黄の匂いや湧き出る温泉
を見て、さらに足湯の体験も驚きと発見の連続
であった。また、紅葉の時期に訪れたいとのこ
とである。このような充実した現地実習を実践
したことが、今回の研修に大きな成果を齎した
と言える。博物館実習でも注意しなければなら
ない点は、歴史資料の取り扱い方だけを指導す
るのではなく、歴史的背景・資料の材質・構造
などをよく理解することが大前提であるが、学
外実習も同様と考えている。今回の学外実習は
講義を組み合わせた現地実習であったことが研
修生からも高く評価された点であった。
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博物館実習教本 国立公園雲仙ビジターセンターでの講義
茶道交流体験の記録
「世界一美しい昆虫展」が開催されていたハ
ウステンボス美術館の見学実習では、写真家遠
藤湖舟氏がトークイベントの為来館しており、
特別に研修生たちにもトークを開いてくれるこ
とになった。その歯切れのいい話し方と興味を
そそる内容は研修生たちを魅了したのであるが、
結果として遠藤氏のトークがあったからこそ、
ハウステンボス美術館の見学実習が充実したも
のとなった。この特別トークが実現した背景は、
やはり上海大学研修生たちの学ぶ意欲にあると
考える。日本の大学生との大きな差は積極性と
行動力であろう。遠藤氏も研修生の行動力を高
く評価していた。集合写真は遠藤氏の指導によ
り、動きのある素晴らしい１枚となった。 
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教員を取り囲んで講義に参加する研修生
足湯の体験
遠藤氏との記念写真 甲冑の装着と展示方法を学ぶ
茶室での修了式
４．アンケート結果と今後の課題
以下のアンケート結果は上海大学国際交流学
院院長報告会（２０１６年１０月）・上海大学日中交
流プログラム準備会（２１０６年１１月）で使用・公
開された資料である。 
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１．この研修に参加した理由を教えてください
２．参加費について
　　高い　　やや高い（２）　　普通（７）　　やや安い（１）　　安い（６）
３．講義内容について
　　満足（１０）　　やや満足（６）　　普通　　　　　やや不満足　　不満足
４．３で満足した科目を教えてください（複数回答可）
日本文化論・茶道・観光地理学・観光文化論・地域デザイン論・国立博物館論・野外博物館論・博物館展
示論・古代オリエンタル文明・博物館経営論・博物館概論・博物館資料保存論
５．満足した理由を教えてください
６．他にどのような科目を希望しますか？（博物館学、文化、観光学、スポーツ学など）
　　　日本文化・歴史・観光学・経営・伝統文化・博物館学・古代史・文物修復
７．実習について（学外見学実習を含む）
　　満足（１１）　　やや満足（５）　　普通　　　　　やや不満足　　不満足
　　　　論理的な講義を増やしたい（２）　　実習を増やしたい（３）
８．７で満足した実習を教えてください（複数回答可）
　　茶道・紙資料の修復・雲仙現地実習・刀剣・甲冑・焼き物体験・拓本・博物館見学
９．満足した理由を教えてください
１０．他にどのような実習を希望しますか？
　　風呂敷包み・博物館実務実習・焼き物修復・資料修復・生花・額装・剣道・空手・日本料理
１１．教員の対応について
　　満足（１４）　　やや満足（２）　　普通　　　　　やや不満足　　不満足
１２．スタッフの対応について
　　満足（１４）　　やや満足（２）　　普通　　　　　やや不満足　　不満足
１３．宿舎の環境、設備について
　　満足（１０）　　やや満足（１）　　普通（５）　　やや不満足　　不満足
１４．１３で不満足な理由を教えてください
１５．今回の参加費について、感想を教えてください
　　　参加費をある程度増やしても、授業の内容や宿舎と交通の環境を
　　　　改善したほうがいい（７）　　今のままでいい（９）
　　　　授業の内容や宿舎の設備を減らしても、参加費をもっと安くしたい
１６．見学実習地域に関して、感想を教えてください（複数回答有）
　　　拠点を長崎に置き、九州の見学でいいと思う（５）
　　　日本の他の地域にも行ってみたいと思う（７）
　　　次回が他の地域の見学実習であれば、また参加してもいいと思う（７）
１７．研修全体で改善すべき点があれば教えてください
１８．その他、ご意見があれば教えてください
研修中は上海大学の引率教員と、連日に亘り
その日の講義・実習その他に関する事項につい
ての討議が交わされた。アンケートは両校の意
見を取り入れながら作成し、本学に於ける研修
最終日に実施した。その為、後半の博物館見学
実習を含むものではなく、齟齬が生じている回
答も含まれる（表中の（　）内の数字は回答人
数を示す）。
問１の研修に参加した理由については、以下
に示した３通りであるが、研修の目的が博物館
学に特化した研修であったことから、博物館学
に関する理由が多かったのは当然ながら、その
他は日本文化全般についての学びや日本の大学
生活を体験したいという理由も複数の回答があっ
た。
まず第１の理由としては、博物館学や博物館
の資料修復に興味があり、展示や経営を学びた
い。また、博物館の知識を勉強したい、博物館
や美術館に行きたい、博物館・美術館で働きた
いという博物館に関連した理由である。
次に、来日そのものを希望していたことや、
日本の大学生活を体験し、人生体験を増やした
いといった日本での体験を望む理由である。
最後に日本文化を知り、日本に対する理解を
深めたい。そして日本語力を磨き、日本の考古
学・歴史文化に興味があるという理由であった。
問４の満足した科目については、日本文化論
が最多の回答で高い評価を受けた。理由として
は、日本文化に興味がある学生が多かったこと
もあるが、講義内容のレベルが高かったことに
あると考えられる。研修に参加した学生の学力
レベルは、はるかに予想を超えたもので、日本
語もほとんどの学生が理解でき、会話力も十分
であった。アンケート結果には記されていない
が、「講義内容はもっと専門的に難易度の高い
ものを求めている」との意見があり、準備して
いた概略的な内容では満足しないことが判明し
た。来年度の講義は専門に特化した難易度の高
い内容が求められることとなった。
日本文化論に続いて、茶道、国立博物館論と
続くが、研修生は全ての講義に満足したことに
違いはなく、「常に大満足である」と述べてい
たのが印象的であった。
問５の科目に満足した理由は、「授業が面白
く講師のテンポがよかった。」「文化や歴史に興
味があった」、「茶道・着物体験は昔からの夢で
あった。」「実習を通じて、日本文化を体験でき
た。」「教員の真剣さを感じ、準備を整えてくれ
た。」「日本の教員及び学生がとても情熱的で真
心を感じた。」「真実を教え、実践を重視した。」
「教員がプロで、レジュメも分かりやすく、自
分の専攻の支えになった。」「自身の専門分野と
関わりがあり勉強になった。」「茶道の伝統知識
で圧倒された。」「講義内容が明晰で豊富であっ
た。」「これまでと違う日本観ができた」という
回答を得た。このような回答からも理解できる
ように、担当いただいた先生方の講義及び実習
内容に対して高い評価を得た結果となった。
問６の増やしたい科目については、日本文化
という意見が多く、来年度以降の参考としたい。
問７・８の実習については、全般的に高い評
価を得ており、特に茶道に関しては担当教員を
はじめ、スタッフ、学生が一丸となって指導に
あたった熱意が研修生に強く伝わった結果と言
える。元々茶道に関心があった学生もおり、「今
回の研修を通して深く理解が出来た」、「茶道の
流れを体験でき、心の平穏さを感じた」、「鎮信
流の作法を体験できた」、「内容と意義を完全に
教授でき、一番満足した」との回答を得て、多
くの研修生が茶道を体験したことに満足した結
果となった。
また、紙資料の修復技術に関しても、「これ
まで全く触れたことの無い知識を学べ、技術を
修得できた」、「達成感を感じ、新しい知識を得
た」、「伝統的技術に魅力を感じた事、自分で実
践でき、中国で学んだ技術より詳細であり、自
宅での活用も可能になった」、「自身の専攻と関
与していた」ことなどが理由として挙げられて
いる。以上の如く、実習に関しての評価は総合
的に高く、全てに満足したと言っても過言では
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なく、課程の計画性や教員の経験の豊富さや解
説の論理性なども評価している。また、実習機
材を本研修の為に学長裁量経費により整えた経
緯も研修生たちには伝わっており、刀剣や掛け
軸などの実習機材の充実度に関しても評価して
いる。このようなことからも学長裁量経費の有
効活用が図れたものと確信している。
問１３・１４の宿舎に関しては、机の必要性が問
われた。この点に関しては、事前に MG 側には
依頼していたことであったため、来年度は万全
なる準備と確認の必要性が求められる。
問１７・１８の研修全体に関する意見としては、
「授業時間を中国と同じ４５分制にしてほしい」、
「研修生の日本語能力を一定以上に制限してほ
しい」、「学問領域を狭めて内容を細かくしてほ
しい」、「空手、剣道などの実習を体験したい」、
「実習を増やしてほしい」などが挙げられる。
「今回の研修に対して感動し、教員の情熱と思
いやりに感謝」とある。「不満はない上、予想
外の収穫が大きい」、「今回の経験は色々な面で
日本に対する考え方を変えた」とあり、「初め
ての日本が長崎でよかった」等の回答を得た。
５．今後の課題
現時点の中国では、博物館に勤務する上で法
律上の学芸員資格は必要としない。しかし、上
海大学をはじめとして博物館学を講ずる大学が
増加の傾向にあるのも現状である。陝西省西安
市でも文物局が博物館学講座の開講を推進して、
博物館学コースを新設した大学もあり、日本の
博物館学を専門とする教員の着任がほぼ決定し
ている。さらには本学との協定も望んでいるこ
とから、近い将来、博物館学に特化した交換留
学生の受け入れも実践されることも考えられる
のである。このようなことからも、今後中国に
於いても、博物館学と学芸員制度が確立される
ことが充分予想できるのである。したがって、
留学生の指導強化は、将来的に母国での博物館
学の発展に寄与する人材形成に直結すると考え
る。また、九州域の博物館学は発展途上にある
ため、本学が九州域における博物館学の核とな
り、研究者の育成を図ることも期待できる。そ
れには、学部の学芸員課程の充実と、更に大学
院における博物館学教育の強化も必要であろう。
博物館への就職は、大学院を修了した者を条件
とする応募が多く、学部卒業で正規の学芸員採
用は非常に少ないのが現状である。また、本学
の専門分野が観光学であることも学芸員への道
を狭くしている要因と言える。前述した如く、
我が国の博物館の８割が歴史系であることから、
学芸員採用の条件は、専門が歴史・民俗・考古
学などが一般的であり、観光学を専門とする学
芸員の応募は無いに等しい。したがって、学部
からモノ（歴史資料）を研究テーマとし、大学
院に進学して博物館学を専門とする研究をする
ことが必要と考える。博物館学と観光学の両輪
による研究を図り、学芸員の道、研究者への道
が開かれることを期待したい。
１０月初めに上海大学から仮報告を受けた。続
いて、１１月中旬に上海大学で本研修の正式な報
告会が行われ、第１回博物館学研修は上海大学
でも高い評価を得ることができ、来年度の研修
の継続は決定したことの報告を受けた。それに
伴い、参加する学生への費用の補助も大幅に増
加する方向にあり、第１回目の長崎国際大学の
研修は成功であったと確信している。来年度は
研修生たちの意見を反映させ、より充実した研
修内容を計画し、一層高度な交流事業を実践す
ることが求められるであろう。そして来年度は、
語学研修の一環として上海大学を拠点とした博
物館学研修を実践する予定であり、上海大学側
の受け入れも決定している。これにより、両校
における協定調印の意義目的を達成することが
できるのである。本学と上海大学の学生の交流
が今後も長く継続し、より発展することを期待
したい。最後に本研修に参加、協力いただきま
した教職員の方々、茶道文化の学生諸君に深く
感謝の意を表します。
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